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仁細
論　文　内　容　要　旨
【目的】生体内吸収性材料HA/PLLA複合体を応用した骨延長装置により垂直的歯槽骨延長術を確立するこ
と｡また延長額域への安全なデンタルインプラント適用法を確立すること｡
【材料･方法】骨延長装置はチタン製ボーンスクリューとHA/LLA製移動プレートおよび基底プレートの3
つより構成される｡実験動物はピーグル犬を6頭用いた｡前準備として犬の両側下顎前日歯を抜歯し, 12遇後
に延長装置埋人を行った｡ 7日間の待機期間をおき,スクリューの回転によって1.0mm/dayの割合で垂直的
に7皿箱型形成骨片を上昇させた｡移動終了後,移動骨片と延長部を貫通するように, A群は下顎左側に6遇
の保定期間をおいた後, B群は下顎右側に12遇の保定期間をおいた後,インプラント体を2本ずつ埋入した｡
インプラント体埋人後3ヶ月後に屠殺を行い,骨片移動により生じた骨間隙,インプラント体周囲および
HA/PLLA周囲について肉眼的, Ⅹ線学的,および組織学的に評価,検討を行った｡また両群のインプラン
ト体と骨との接触率の算定を行った｡
【結果】実験期間中を通じ,感染や延長装置の脱落等は認められなかった｡ボーンスクリューの回転にともな
い移動骨片が挙上され　所見として骨片と母床骨との間に間隙が形成されるのが確認された｡ Ⅹ線写真による
経時的な観察で,骨間隙は徐々に不透過性の克進を示した｡組織学的にも骨間隙には骨の増生が確認された｡
骨接触率はA群と比較し, B群でより高い値となった｡またHA/PLLA周囲の組織像で著しい異物反応は認
められなかった｡
【結論】今回使用した骨延長装置により,垂直的歯槽骨延長は可能であることが示された｡また延長領域に埋
入したインプラント体の安定性向上には,適切な保定期間の設定が重要であると思われた｡ HA/PLLAによ
る組織為害性は非常に小さいことが示唆された｡
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審　査　結　果　要　旨
近年,歯槽骨延長(Alveolar distraction osteogenesis)が臨床的に注目されてきているが,現在の延長装置
のほとんどは金属製であるため,延長終了後一定の保定期間の後,早期の撤去を余儀なくされ　延長装置撤去
にともなう新たな外科的侵襲が延長領域に加わることになる｡それゆえ本論文では,生体内吸収性材料を延長
装置の構成要素として導入することを検討している｡ゆえに本論文では,延長領域に加わる外科的侵聾を軽減
するため,生体内吸収性材料HA/PLLAを応用した骨延長装置による垂直的歯槽骨増生術の確立を目的とし
つつ,延長境域に異なる保定期間を設定し,延長領域に埋入したインプラント体およびHA/PLLA周囲の組
織反応を詳細に究明している｡
本論文では,実験動物としてピーグル犬を6頭用い,歯槽骨延長は1mm'/dayで計7皿延長を行った｡延長
終了後6頭の犬に対して移動骨片と延長部を貫通するように, A群は下顎左側に6週の保定期間をおいた後,
B群は下顎右側に12週の保定期間をおいた後,インプラント体を2本ずつ埋入した｡インプラント体埋人後の
観察期間はA群, B群とも3ケ月と設定した｡その後,肉眼的評価･ Ⅹ線学的評価･組織学的評価(H-E染
色　T-B染色)および骨接触率の算定を行っている｡
本論文によると, ①肉眼的にボーンスクリューを回転させることで歯槽頂が垂直的に上方へ移動してくるの
が確認され　延長期間･保定期間を通して,装置の脱落や感染等は認められなかった｡ ②Ⅹ線学的にボーンス
クリューの回転にともない,移動骨片が母床骨より挙上され,延長間隙が形成されたことが確認された｡延長
終了後6週においては延長間隙のⅩ線不透過性の克進が確認され　骨切り部断端より徐々にⅩ線不透過性が増
してくるのが確認された｡延長終了後12遇では,延長間隙のⅩ線不透過性がさらに克進し,移動骨片の角度が
鈍角化し,周囲骨と移行的になってきているのが確認された｡ ③組織学的にA群, B群とも延長領域には骨の
増生が認められ　成熟骨であることが確認された｡またA群と比較し, B群においてより多くの骨増生が認め
られた｡ ④インプラント体周囲の組織反応は延長領域において, A群ではインプラント体界面のスレッド内へ
の増生骨の侵入は少なく,骨化していない線維性結合組織が一部見られるが, B群ではスレッド内へ成熟した
増生骨が旺盛に侵入してきているのが確認された｡ ⑤延長領域におけるインプラント体と骨との接触率は,演
側･舌側ともにA群と比較し, B群のほうが高かった｡ Mann-Whitney's U-test (p<0･05)の結果,舌側に
おいては有意差を認めたが,頼側では有意差を認めなかった｡ ⑥HA/PLLA周囲の組織反応は, A群, B群
ともHA/PLLAは線維性結合組織を介さず周囲の骨と直接接している部分が認められ　炎症細胞浸潤は認め
られなかった｡これらの結果より, HA/PLLAを応用した骨延長装置による垂直的歯槽骨増生は可能である
こと,延長領域に埋入したインプラント体安定性向上および高い骨結合獲得のためには,延長領域に対して適
切な保定期間を設定し,延長額域が成熟骨に置換されてからの埋人が推奨されること, HA/PLLAの組織為
害性が非常に少ないことを考察している｡
以上本論文は,生体内吸収性材料HA/PLLAを応用した骨延長装置による垂直的歯槽骨増生の有用性を示
し,延長領域に埋入したインプラント体周囲の組織学的知見を明らかにした.これらはヒトでの有効な施術方
法の示唆に富み,基礎的及び臨床的問題の解決に寄与するところが大きい｡よって本論文は博士(歯学)の学
位授与に値するものと認める｡
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